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防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
中
学

校
卒
業
予
定
者
対
象
の
陸
上
自
衛

隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
を
募
集
し

ま
す
。

⃝
受
験
資
格
　
平
成
24
年
４
月
１

日
現
在
で
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満

の
男
子
（
平
成
７
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
男
子
で
中
学
校
卒
業
見
込

者
を
含
む
）

⃝
第
一
次
試
験
日
・
試
験
会
場
・

申
込
受
付
期
限

《
一
般
》
平
成
24
年
１
月
14
日
㈯

／
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ
ン

タ
ー
（
中
田
）
／
平
成
24
年
１
月

６
日
㈮
ま
で

《
推
薦
》
平
成
24
年
１
月
７
日
㈯

長
兼
放
射
線
対
策
室
参
事　
穂
積

宣
男

▼
課
長
相
当
職
　

▽
秘
書
広
報
課
長
兼
放
射
線
対
策

室
主
幹　
大
田
原
賢
一
▽
市
民
課

長
兼
放
射
線
対
策
室
主
幹　
鈴
木

良
一
▽
高
齢
福
祉
課
長
兼
放
射
線

対
策
室
主
幹　
橋
本
哲
夫

　
市
で
は
、
表
郷
・
東
地
域
お
よ

び
旗
宿
地
区
に
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー

ブ
ル
の
敷
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
は
、
電

話
線
や
電
力
線
と
同
じ
よ
う
に
電

柱
を
利
用
し
て
張
り
巡
ら
せ
る
も

の
で
す
。
こ
の
た
め
、
市
が
委
託

し
た
業
者
が
、
敷
設
に
際
し
て
の

ご
相
談
や
ご
了
解
を
い
た
だ
く
た

め
、
お
宅
を
訪
問
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。　
　

　
な
お
、
大
信
地
域
は
、
㈱
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
︲
福
島
が
自
主
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
本
庁
舎
企
画
政
策
課　
内
２
３

２
５

か
ら
９
日
㈷
ま
で
の
間
で
指
定
す

る
一
日
／
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
／

12
月
16
日
㈮
ま
で

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
白

河
地
域
事
務
所
☎
㉔
０
３
７
２

　
㈶
白
河
観
光
物
産
協
会
で
は
、

「
し
ら
か
わ
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド
」

の
誌
面
広
告
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

⃝
し
ら
か
わ
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド
誌

面
広
告
　
１
枠
１
３
、
０
０
０
円

か
ら
（
発
行
部
数
６
万
部
を
予
定
）

⃝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告
　

半
年
間
２
０
、
０
０
０
円
か
ら

⃝
募
集
期
限
　
12
月
９
日
㈮
ま
で

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
㈶
白
河
観
光
物
産
協
会
☎
㉒
１

１
４
７

　
市
職
員
人
事
（
11
月
１
日
付
け
）

▼
参
事
相
当
職
　

▽
産
業
部
参
事
兼
企
業
立
地
課
長

兼
放
射
線
対
策
室
参
事　
和
知
政

彦
▽
建
設
部
参
事
兼
建
築
住
宅
課

　
な
お
、
河
川
の
異
常
等
を
発
見

し
た
場
合
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１
６
4

　
自
衛
隊
で
は
次
の
期
間
、
白
河

布
引
山
演
習
場
で
、
爆
破
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。
爆
発
音
等
で
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
訓
練
日
時
　
①
11
月
21
日
㈪
～

12
月
３
日
㈯
／
午
前
８
時
～
午
後

５
時
（
３
日
は
正
午
ま
で
）　

②

12
月
５
日
㈪
～
９
日
㈮
／
午
前
８

時
～
午
後
５
時　
③
12
月
12
日
㈪

～
14
日
㈬
／
午
前
８
時
～
午
後
５

時問
自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地
業
務
隊
☎

０
２
４
︲
９
５
１
︲
０
２
２
５　

内
３
１
０

　
り
災
証
明
書
が
必
要
な
方
で
、

ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
被
災
状
況
が
分
か
る
写
真
が
有

る
場
合
は
、
申
請
の
際
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１
６
６

　
今
年
の
冬
は
、
原
発
事
故
の
影

響
で
、
夏
場
に
引
き
続
き
電
力
不

足
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
冬
季
は
、
暖
房
機
器
の

使
用
な
ど
で
、
電
力
の
使
用
量
が

増
え
る
だ
け
で
な
く
、
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
も
増
加
し
、
地
球
温

暖
化
の
大
き
な
要
因
と
な
る
季
節

で
す
。

　
暖
房
の
設
定
温
度
は
20
℃
を
目

安
に
適
温
暖
房
を
心
掛
け
、
省
エ

ネ
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１
６
4

　
毎
年
、
秋
口
か
ら
冬
に
か
け
て

は
、
家
庭
で
も
灯
油
等
を
取
り
扱

う
機
会
が
多
く
な
る
た
め
、
油
の

流
出
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
側
溝
か
ら
河
川
に
油
が
流
れ
込

む
と
、
水
生
生
物
の
生
育
環
境
の

悪
化
や
油
た
ま
り
に
よ
る
悪
臭
発

生
な
ど
、
河
川
が
汚
濁
し
ま
す
。

　
給
油
中
は
目
を
離
さ
な
い
ほ
か
、

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
栓
を
完
全
に
閉

め
る
な
ど
を
心
掛
け
、
流
出
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

2

募
集

人
事

自
衛
官

し
ら
か
わ
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド
広
告

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告

１
０
０
歳

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

小お
や
ま
だ

山
田　
ト
ミ
さ
ん
（
表
郷
小
松
）

　
　
明
治
44
年
10
月
15
日
生
ま
れ

十じ
ゅ
う
も
ん
じ

文
字　
イ
チ
さ
ん
（
大
信
隈
戸
）

　
　
明
治
44
年
11
月
１
日
生
ま
れ

望も
ち
づ
き月　
幸ゆ

き
こ子
さ
ん
（
表
郷
堀
之
内
）

　
　
明
治
44
年
11
月
８
日
生
ま
れ

お
願
い

市
の
光
フ
ァ
イ
バ
網

整
備
に
ご
協
力
を

冬
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

射
撃
訓
練
時
の
爆
発

音
等
に
ご
注
意
を

灯
油
の
流
出
に
ご
注
意
を

り
災
証
明
申
請
は
お
早
め
に


